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冒頭のご挨拶 CSS 研究会代表世話人 中田活也 

 

2025 年 11月 15日 

 

人工股関節外科医の先生方 及び協賛企業の方々 

 

拝 啓 

晩秋の候、先生方におかれましてはますますご活躍のこととお慶び申し上げます。 

さて、人工股関節全置換術（THA）においては、人工股関節外科医の知識と手術手技が基礎的・

臨床的エビデンスに基づいて発展し、高質な治療法が標準化され普及することが重要です。 

Curved Short Stem（CSS）は、1980年代後半に開発され、Mayoや Pipino Biodynamic / CFP な

どはその起源となっています。早期に提唱された CSSは、初期固定不良、アライメント異常、ポ

ーラス面のデザイン不良、早期ゆるみ、再置換リスクなどの問題により淘汰されてきた経緯があ

ります。2000年代に入ると、Metha, Nanos, Fitmore, MiniHipなどが、2010年以降は optimys, 

Preserve, Minima, SMS, Pulchra, Dream など、その形状やコンセプトを改良した多くの CSSが

提唱されてきています。 

骨と軟部組織温存を意図した CSSは、長期成績こそ今後の課題ではありますが、手術時の骨・軟

部組織の温存、初期固定の獲得、大腿部痛の低減、大腿骨近位への適切な荷重伝達、応力遮蔽の

抑制、骨萎縮軽減によるステム周囲骨折リスクの軽減などが十分に期待できる中期成績が報告さ

れています。 

しかしながら、その CSSの手術手技は難易度が比較的高く、骨と軟部組織温存が求められる若年

者などに適応しようとしても、指導医や主治医の執刀経験がないために CSS を適用することが逡

巡される場合も少なくないと推測されます。 

それらを背景として、2022 年 2月に、CSS（Curved Short Stem）研究会を発足しました。その

目的は CSSの安全かつ広範な普及です。具体的には、CSSの開発経緯、各機種の特徴と相異点、

手術適応と手術計画、実用的な手術手技を啓蒙し、関連研究を推進し、研究成果の普及に努める

ことです。現在、世話人 15名、アドバイザー1名、顧問 3名で構成されています。 

活動内容として以下のような項目が含まれます： 

１）CSSの安全かつ広範な普及ための研究会の開催。 

研究会開催頻度は年 2－3回とする。 

２）CSSに関する知識の啓蒙、CSS-THAの技術習得、CSS特有のトラブルシューティング 

の理解、手術適応、計画および手技の標準化のための教育活動。 

３）国内外における手術見学やキャダバーセミナーのためのサポート。 

４）その他、本会の目的を達成するために有益な活動。 

 



CSS研究会は、全国で開催地を変えて年 2回の開催を予定しており、安全に広く CSSが普及するこ

とを意図しています。ご参加の先生方への Face to Face の講義・議論・指導により実践的な CSS

技術を学んでいただくことで、本会の目的である、CSSの啓蒙と安全かつ広範な普及を実現したい

と考えております。 

 

末筆ではございますが、先生方の今後益々の御発展を心より祈念いたしております。 

 

敬 具 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
第 8 回 CSS 研究会 

 

テーマ 何故に CSS？ 選ぶワケを経験から再確認する 
 

（開催日時） 

     2025年  11月 15 日（土） 13：00 ～ 18：00  (12：30開場) 

（開催会場） 

    TKPガーデンシティ PREMIUM金沢駅西口（ホール 3B） 

（担当世話人） 

久門 弘 先生（木島病院） 

(スケジュール) 

13:00 冒頭の挨拶                         （名越 智 先生） 
 

13:05 開会の挨拶                           （久門 弘 先生） 
 

13:10 各種 CSSの特徴 1 （10分） 

 Optimys ・ Preserve（各5分）               座長(平澤 直之 先生) 
 

     13:20  各CSSの特徴 2 ＋ ビデオセッション（90 分） 

（CSSを選ぶワケと CSS 挿入のコツ）                      座長(久門 弘 先生) 
 

             １）Minima    （宗像 裕太郎 先生） 

           ２）MiniHip   （中田 活也  先生） 

                 ３）SMS        （前田 昭彦  先生） 

                 ４）Fitmore   （縄田 昌司  先生） 

５）Pulchra   （平澤 直之  先生） 

                 ６）Dream        （寺山 弘志  先生） 

※各機種 15 分：メーカープレゼン（5 分）+ビデオプレゼン（10 分） 
 

（休憩） 
 

15:10 特別講演（40分）                               座長（中田 活也 先生） 

特別講師：加畑 多文 先生（金沢大学整形外科） 

「THAにおける骨温存の試みと自身の術式変遷 ～骨温存型人工股関節を用いて～」 
        

       （休憩） 
 

16：00 ハンズオンワークショップ （110 分） 
 

           １) Minima     （宗像 裕太郎 先生） 

           ２) Optimys    （森田 充浩  先生） 

           ３）MiniHip    （中田 活也  先生） 

           ４）Preserve    （中曽根 功  先生） 

           ５）SMS      （前田 昭彦  先生） 

           ６）Fitmore    （縄田 昌司  先生） 

           ７）Pulchra    （平澤 直之  先生） 

         ８）Dream     （寺山 弘志  先生） 

 

17:50 総括                   （大谷 卓也 先生） 

        17:55 閉会の挨拶・第 9回 CSS研究会の御案内   （久門 弘 先生・赤石 孝一 先生） 



 

CSS 研究会 役員 世話人一覧 

 

代表世話人      

中田活也（JCHO 大阪病院） 

 

事務局管理世話人   

平澤直之（北水会記念病院） 

 

顧問（五十音順） 

大谷卓也（埼玉成恵会病院） 

名越 智（札幌孝仁会記念病院） 

原田義忠（千葉県済生会習志野病院） 

アドバイザー 

福西成男（西宮回生病院） 

 

世話人（五十音順） 

赤石孝一（弘前記念病院） 

金治有彦（藤田医科大学ばんたね病院） 

神田章男（順天堂大学静岡病院） 

高平尚伸（北里大学） 

寺山弘志（メディカルパーク野村病院） 

中曽根功（なかそねメディカルクリニック） 

縄田昌司（丸の内病院） 

久門 弘（木島病院 ） 

福元哲也（NHO熊本医療センター） 

藤井英紀（東京慈恵会医科大学第三病院） 

宗像裕太郎（苑田会人工関節センター病院） 

森田充浩（藤田医科大学） 

山村在慶（大阪労災病院） 
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